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はじめに

膵仮性襲胞 (以下本症)は 比較的稀な疾患とされてい

たが,最 近交通事故に伴う膵外傷や膵炎の増加によって

本症症例の報告Dつの。は比較的多くみられるようになっ

た.し かし本症襲胞が自然に消失した症例の報告は少な

い。今回われわれは慢性膵炎による本症の2症例で襲胞

が自然に消失したので報告するとともに,本 邦における

過去10年間の本症症例の自然消失例に関する統計的観察

を行い若千の考察を加えて報告する。

症  例

症例1, 54歳 ,男 性,農 業.

主訴 :上腹部痛,上 腹部膨満感.

既往歴 :10年前より高血圧症

現病歴 :40歳頃より1日 2～ 3合 の飲酒歴がある.入

院2日前より上腹部膨満感出現。その後上腹部痛,発 熱

をきたしたため入院.

入院時腹部所見 :左季肋部に手挙大,表 面平滑,境 界

鮮明,硬 く,圧 痛を有し波動性が判然としない腫瘤を触

知した。軽度背部痛を訴えたが放散痛は認めなかった.

入院時検査成績 (表1):白 血球増多,血 中,尿 中ア

ミラーゼ値の上昇を認めた。肝機能は正常であり,尿 糖

を認めた。

入院後経過 :入院時胃透視にて胃体部大弯側が円形に

表 1 入 院時検査成績
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腫瘤により上方に圧排されていた (園1),臨 床症状,

臨床検査成績, 胃透視所見より膵仮性襲胞と診断し,ア

プロチニン製剤などによる保存的療法を行った。入院10

日目に腫瘤を触知しなくなったが,微 熱 左上腹部痛を
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図 1  入 院時胃透視 (症例 1 )腫 瘤による胃の圧排

像を認める.

図 2 入 院16日目の胃透視 (症例 1)腫 瘤による圧

排像は消失している.

認めた。注目すべき症状としてこの頃下痢が著明であっ

た.16日 目の胃透視では腫瘤による胃の圧排像が認めら

れなくなった (図2),32日 目の ERCP像 では胆道系に

異常を認めないが,膵 管の数珠状の拡張と中断を認め慢

性膵炎 の像と思われた (図3).本 症例は37日目に自覚
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図 3  E R C P像 (症例 1 )膵 管の数珠状拡張,中 断

を認め,慢 性膵炎の存在が推察できる.

的にも他覚的にも異常所見を認めないため手術を行うこ

となく退院した.退 院後約2年間再発を認めていない.

症例 2.55歳 ,男 性,公 務員.

主訴 :上腹部痛,上 腹部腫瘤.

既往歴 :特記すべきことなし.

現病歴 :約 5年前より1日 2～ 3合の飲酒歴がある.

昭和54年1月頃より上腹部痛を訴えるようになり時々下

痢を伴っていた.2月 中旬より上腹部膨満感,発 熱を伴

うようになった.5月 9日上腹部痛,上 腹部腫瘤,発 熱

のため入院.

入院時腹部所見 :上腹部に小児頭大,表 面平滑,境 界

鮮明,圧 痛を有する腫癌を触知した.波 動の証明は困難

で,左 肩放散痛も認めた。

入院時検査成績 (表1):白 血球増多,血 中,尿 中ア

ミラーゼ値の上昇を認めた。尿糖は認めず,肝 機能,腎

機能は正常であった。

入院後経過 :入院時胃チューブより造影剤を注入する

と,胃 体部より前庭部にかけ小弯ならびに胃底部の下方

圧排像を認め,巨 大 な腫癌の存在 が疑われた (図4).

腹腔動脈造影 も施行したが良好な造影 は得られなかっ

た,臨 床症状,臨 床検査成績, 胃透視所見,腹 腔動脈造

影所見などより膵炎に伴う膵仮性嚢胞と診断し,ア プロ
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図 4 入 院時胃透視 (症例 2)胃 の圧排所見を

認める。

図 5 腹 部 CTス キャン (症例 2)厚 い 被膜 を有
し,均 一な内容物で満たされた嚢胞の存在を認め

る.

チエン製剤等による保存的療法を試みた.入 院 7日 目に

巨大な腫瘤は突然触知されなくなった。また息者はこの

前後に頻回の下痢に悩まされていた,腹 部所見では上腹

部は平坦になり圧痛を認めるのみとなったが左肩放散痛

は存在した。10日目の腹部 CTス キャン像では厚い被膜

を有す嚢胞性腫瘤の存在が確認され,障 体部より発生し

た陣仮性嚢胞 と診断した (図5).20日 目には上腹部圧

痛,左 肩放散痛も消失した。アミラーゼ値も正常に復し

た。27日目の胃透視では胃の圧排像は消失し, 胃底部に

癒着による胃壁の不整を認めた (図6).30日 目の ERP

像では慢性膵炎の所見と思われる膵管の中断,壁 の不整

図 6 入 院27日目の胃透視

消失している。

97(605)

(症例 2 )胃 の圧排像は

図 7 E R P像 (症例 2)障 管 の中断,壁 の不整を

認め慢性障炎の存在が推察できる。

を認めた.し かし造影剤の貯留は認められなかった (図

7).45日 目に手術による根治を 目的として開腹術を行

っ,こ.

開腹時所見 :上腹部正中切開にて開腹.膵 炎によるも

のと思われる脂肪壊死を上部腸問膜および左壁側腹膜に

多数認め, 胃,大 細,膵 体尾部に強回な炎症性癒着を認

めた。さらに胃底部,眸 ,横 隔膜にも強回な炎症性癒着

を認めた。陣頭部は正常に比し硬かったが石灰化は認め

なかった.胃 結腸問膜を切離し,膵 体部に到達しようと
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試みたが胃体部後壁の癒着高度のため膵体部には到達で

きず,胃 体部後壁に存在した硬結を組織診断のため
一部

切除した.し かし術前認められた膵仮性褒胞を思わせる

腫嬉は完全に消失していた.手 術は単開腹術のみに終っ

た.病 理組織診断は好酸球浸潤を伴う炎症性肉芽組織で

あった。

術後経過は良好であり,退 院後約 1年間再発をみてい

ない。

考  察

肝仮性襲胞は比較的稀な疾患といわれており,そ の自

然消失例の報告は非常に少ない。しかし膵仮性襲胞の症

例は近年膵炎の増加,交 通外傷の増加に伴い増加してお

り, 自然消失例の報告も散見されるようになってきた。

著者らの行った過去10年間の調査によると,本 邦文献に

みられる膵仮性襲胞症例は物9例であり,慢 性 あるいは

急性膵炎に出来するもの164例 (49.8%),外 傷 に由来

するもの120例 (36.5%),そ の他45例 (13.7%)で あっ

た。自然消失を認めたものは,膵 炎に由来する164例中

9例 (5.5%)外 傷 に由来す る120例中17例 (14.2%),

その他 1例 O.2%)で あり,外 傷性仮性褒胞が膵炎に

出来するものよりも自然消失傾向が強いことがうかがわ

れた。全症例329例中27例 (8.2%)力 自`然消失したこと

になる (表2).

表 2 仮 性藤のう胞 (過去10年間本邦報告例)

症 例
原因

手術例 自然消失例 合 計

膵 炎 9(55%) 164

外 傷 17(142レじ) 120

その他 4 4 1(22%) 4 5

合 計 27(82%) 329

一方,宮 崎
ゆは16例 (56。3%)に 自然消失を認め,外

傷性仮性襲胞10例中7例 90%),炎 症性仮性褒胞 5例

中2例 (40%)の 自然消失を報告している。土屋ら
りも

5例中2例,佐 竹ら
ゆも14例中5例 C35.7%),Bradley,

Clementsりも38例中5例 (13.2%)の 自然消失の報告を

しており,横 谷ら
り
も外傷性仮性襲胞の自然消失例につ

いて詳述している.こ のように文献的には本症のうち

13～56%の 自然消失が存在するものと思われるが,著 者

らの調査した本邦における過去10年間の統計的観察では

自然消失率は8.2%と低率であったが,注 目すれば 自然

消失例は文献にみられるよりも多い可能性があると思わ

れる。 こ のように自然消失例が比較的多いとすれば,本

自然に消失した膵仮性養胞の 2症 例および本邦報告例   日 消外会議 14巻  4号

症がどのような機序で自然に消失するのか,ま たその手

術適応,手 術の時期をどのようにするかが問題となる。

自然に消失する機序に関して,Heerden,ReMine。 は1)

経膵管的ドレナージ,2)消 化管内への穿孔ヵ破裂,3)

いわゆる自然消退,を あげている。Bradley,Clements4)

は経膵管理的ドレナージによると思われる消失例 4例,

大腸への第孔例 1例を報告し,ThOmfOrd,JettCPh7)は6

例の消化管内への破裂を報告している。著者らの経験し

た 2例は襲胞消失前後に著明な下痢を認めており,腹 部

全体にわたる激痛を認めていないことからおそらく経膵

管的 ドレナージにより消失したものと思われる。手術適

応およびその時期についても種々論じられている。本症

を放置した場合,破 裂,出 血,感 染などの重篤な合併症

の報告がみられる。Hastingsゆらは168例中39例に何らか

の合併症を認め, 8例 に死亡例を認めている。Bradleyめ

らは54例の本症の natural histtryを観察し,22例 (41

%)に 何らかの合併症を認め,死 亡率は12%と し,合 併

症発現時期は褒胞出現時期より7～ 19週であると報告し

ている。Warren10ら は犬を用いて実験的に義胞形成を

試み,安 定した襲胞壁を形成するには少くとも4週間は

必要であると述べている。これらの文献によって本症に

対しては発症後 4～ 6週間は重篤な合併症が併発しない

限り強力な保存的療法を試み, 自然消失傾向の得られな

い症例に対して, 4～ 6週後に適切な手術的療法を施す

べきであると考える.

結  語

稀な膵仮性妻胞の自然消失例 2例 を経験したので報告

し,本 邦文献による過去10年間の自然消失27例の統計的

観察を行い,考 察を加えた。

なお,本 論文の要旨は第15回日本消化器外科学会総会

において発表した。
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